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患者さんの増加が 問題になっているスギ 花粉症ですが、 特に今年は大量の 

スギや ヒノキ花粉の 飛散が予想、 されています。 ちょうど m0 年前にも大量の ス 

ギ 花粉の飛散があ りましたが、 その時の資料から 推測すると、 昨年に比べて、 

もし 30 倍の花粉飛散があ るとすると、 今年初めて発症する 患者さんの数は 昨 

年初めて発症した 患者さんに比べて 4 ～ 5 倍多くなると 考えられます。 そのう 

えスギ花粉症は 一旦発症するとなかなか 自然治癒のみられないやっかいな 病 

気です。 講演では、 この花粉症に 対する現在の 治療法についてわかりやすく 

解説します。 花粉症の治療の 第一はまず花粉の 暴露を避けることです。 花粉 

飛散予報も有効に 活用しましょう。 また、 現在いろいろな 特徴を持った 薬剤 

があ り、 それぞれの症状に 合わせて医師から 処方出来るようになっています。 

眠気や口渇が 生じやすい方には、 このような副作用の 出現が非常に 少ない 薬 

剤 もあ ります。 その他、 薬物治療以外にも 減感作療法といったその 効果が科 

学的に評価されている 治療法があ ります。 花粉症の有効な 治療へのなに よ り 

の 近道は、 御 自身の症状の 内容、 程度、 どんなことに 最も苦しんでいるかを 

医師に伝えて 相談し、 治療法について 医師から十分な 説明を受け、 症状に合 

わせた治療を 受けることです。 花粉症にも、 現在多くの民間医療，代替医療 

があ りますが、 残俳ながら十分な 効用の「根拠」はあ りません。 まずは効果 

が 科学的に認められている 治療を考えてください。 一旦、 激しい症状が 出て 

鼻の過敏性が 元 進 してしまうとなかなかやっかいです。 例年症状が強い 方は 、 

飛散開始双、 あ るいは少しでもおかしいと 思われたら直ちに 医療機関への 受 

診 をおすすめします。 
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